
4年生 説明文：「 アップとルーズで伝える」 

本単元では、「筆者の考えをとらえ、自分の考えを発表すること」を目標に学習を進めました。筆者の考えに対する自分の考え

を形成するためには、筆者の主張である「伝えたいことにあわせてアップとルーズを使い分ける」という内容を、子どもたち自身

が実際に試してみることが必要であると考えました。そこで、「休み時間の楽しみ方をお家の人に伝えるポスターを作ろう」とい

う言語活動を設定し、単元計画を立てました。 

単元の導入では、ゴールとなる成果物の見本を提示しました。活動の見通しをもたせることで、「説明文を読んで、伝え

方の工夫を学びたい」という必要感をもって学習に取り組むことができました。 

まず、筆者の考えをとらえました。次に、筆者が考えを伝えるために、どのような「アップ」と「ルーズ」の例を示して

いるのかについて読み取りました。ここでは、「どうしてテレビの例だけではなく、新聞の例も提示しているのだろう」と

問いかけることで、筆者が複数の事例を用いて主張に説得力をもたせていることに気付けるようにしました。さらに、「ア

ップ」と「ルーズ」の特徴について整理しました。アップは細かな様子を詳しく伝えられる一方で周りの様子が分かりにく

いこと、ルーズは全体の様子を伝えられる一方で細かな部分は見えにくいことをまとめました。児童は、それぞれの特徴を

比較することで、「何を伝えたいのかによって適した撮り方が異なる」という筆者の主張への理

解を深めました。ここまでが、説明文を読む学習です。児童は、内容だけでなく、筆者の伝え

方の工夫にも着目しながら学習を進めることができました。 

その後、学習したことを実際に活用する活動へとつなげました。まず、「休み時間の楽しみ

方」の中で、自分が何を伝えたいのかを明確にしました。例えば、「サッカーをしていることを

伝えたい」だけでは内容が広く、アップとルーズのどちらを使えばよいのかがはっきりしま

せん。そこで、「サッカーの何を伝えたいの？」と問い返すことで、「ボールをける瞬間」「み

んなで協力している様子」など、伝えたいことを具体化できるようにしました。その後、実

際に撮影活動を行いました。「アップでは表情は分かるが何をしているのかが分かりにくい」

「ルーズでは全体は分かるが伝えたい部分が小さくなる」など、児童は写真の特徴を実感しながら学習を進めました。読む

活動だけでは筆者の主張を十分にとらえきれなかった児童も、実際に活動することで、「伝えたいことに合わせてアップと

ルーズを使い分ける」という意味を具体的に理解できるようになりました。 

さらに、完成したポスターを友だち同士で見せ合い、「伝えたいことと写真が合っているか」という視点で交流しまし

た。最後に、「新しく分かったこと」「これから大切にしたいこと」という視点で感想を書きました。児童は、説明文で学ん

だことを自分の表現活動と結び付けながら、筆者の考えをより深く理解することができました。 

 

 



 

  

 

 

 

 

  


